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中央図書館の児童館連携作業報告

１．目的 長久手市子ども読書活動推進計画に基づき、図書の利用促進のための協力を行う。

２．対象児童館 市が洞児童館

３．作業日 平成 26年 7月 17日（中央図書館職員４名：二之部、水野、岡田、井戸）
４．作業前所見 市が洞児童館は平成 26年 4月 1日に開所した。１階に図書室があり、児童館所蔵の本を

並べて置いている。今回、この図書室に配架する図書の団体貸出を行う。

５．作業内容

① 図書の搬入

下山児童館から返却された図書 120冊に加え、新たに選書した 380冊の合計 500冊を団
体貸出し、搬入した。貸出期間は平成 26年７月から２年間の予定。
選書については、中央図書館で利用頻度の高い本と、図書館が推薦するロングセラー本を

組み合わせたものとした。児童館を利用する人数の多い小学校低学年向け、及び保育園が

隣接していることを考慮し絵本を中心とした。

また図書の配架のため、ブックエンド類も合わせて貸出した。

② 図書の配架

手前左側の棚から右側に向かって時計回りに、乳児・幼児、小学校低学年、それ以上の年

齢という順序で本を配架した（写真１）。児童館所蔵の本は、右側の棚に一か所にまとめ

て並べた（写真２）。

本の分類は、主に図書分類の大分類を基準として本を分け、児童館職員及び児童が分かり

やすい配置にした。

棚には見出しをつけ、どの年齢を対象とした本が並んでいるかを示すようにした（写真

３）。

本はスペースが許すかぎり面出し（表紙側を出して並べる方法）にし、文字がまだ読めな

い子供でも、絵を見て本が選べるように並べた（写真４）。

棚の上には、枠を取り付け、図書館が特に推薦する本を面出しで並べ、本の紹介コーナー

のようにして展示をした（写真５）。

③ レイアウト調整

家具については、手前には背の低い家具を置き、背の高い家具は奥に配置した。

図書室の入口に柱があるため、利用動線を考慮し、柱の位置に合わせて家具を縦一列に並

べるようにした（写真６）。

また、手前右側の棚は、荷物置きとして使えるよう３列をロッカーの代わりとして確保し

た（児童館職員からの要望、写真７）。

６．貸出資料点数

単位：冊

※75冊のうち昔話絵本 25冊
７．協力体制 児童館所蔵の資料については、中央図書館の図書と区別するため、背にラベルを貼る作業を

児童館職員が行った。

下山児童館

返却図書

絵本

(※)
知識絵本 小型絵本 大型絵本 赤ラベル 幼年童話 合計

冊数 120 75 50 65 10 80 100 500
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８．課題 団体貸出をした図書は、まだ児童館から館外貸出する体制が整っていない。（子育て支援課へ

貸出提案済み）

【作業前写真】

【配置図】
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【作業後写真】中央図書館からの団体貸出図書５００冊配架後

〈全体〉

〈棚の見出し〉

〈棚上の展示、POP等〉

図書館おすすめの本 乳幼児向け絵本
絵本（創作絵本）

写真２ 写真７

写真５

POP

写真３ 写真３

写真３ 写真３

写真４ 写真４

写真３

写真６

写真１
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【配置図】

展示ポスター
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展示 POP①

展示 POP②


